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 AFXOHLQH B (AC8-B)はす

⾲島産のカイメン A[in\ssa 

aculeata から単㞳された 45

アミノ㓟残基からなる⣽⬊

毒性ペプチドであり、そのN

末➃には 1,3-SURSDQHGLDPLQH

の 12-15 㔞体ポリマーが修

㣭 WU\SWRSKDQ に⦰合した 

(SAC8-B) ユニークな構㐀を含んでいる 1。当研究室ではこれまでに SAC8-B の提

唱構㐀の全合成を㐩成するとともに 2 各種スペクトルデータが天然物と一⮴しなか

ったため構㐀の再⢭査をおこない、正しい構㐀は基本㦵格として cis-WHWUDK\GUR-ȕ-

FDUEROLQH を有すると予想し、⡆略化体の合成によってこれを確ㄆした 3。この㦵格

はトリプトファンとアルデヒドの PLFWHW-SSHQJOHU 反応で構⠏されるため、ペプチド

とポリアミンの㐃⤖による、⩻ヂ後修㣭を模倣した収束的な合成が可⬟である。

AC8 㢮の活性中核構㐀を明らかにするためには、天然物に加えて多様な㢮⦕化合

物を創出可⬟な固相合成が㐺していると⪃えた。そのヨみとしてまず L-WU\SWRSKDQ

を担持させた樹⬡に対して、種々のアルデヒドと㓟を用いた PLFWHW-SSHQJOHU 反応の

条件検ウをおこなっている。 
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